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■移動制限区域内の豚等のと畜場への出荷に関する協議書 

事 務 連 絡   

年  月  日  

 農林水産省消費・安全局動物衛生課 

家畜防疫対策室長 殿 

                      鹿児島県農政部畜産課長   

ＣＳＦの発生に伴う制限区域の制限の対象外について（協議） 

 このことについて，豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針第９の５の（１）に基

づき，発生状況確認検査及び出荷日から遡って３日以内に採材した検体の遺伝子検

査により全て陰性を確認したことから，移動制限区域内の農場の豚等を，移動制限

区域内のと畜場に出荷することについて，下記のとおり対象外措置をとることにつ

いて協議します。 

記 

１ 協議内容 

  移動制限区域内のと畜場への出荷を目的とした，移動制限区域内の農場の豚等

の移動 

２ 移動のための措置 

防疫指針第９の５の（１）の②に定める措置を講ずる。 

３ 農場及び移動先の名称・住所 

（１）移動元：○○農場  鹿児島県○○市○○町○○番地 

（２）移動先：○○と畜場 鹿児島県○○市○○町○○番地 

４ 豚等のと畜場への出荷のための遺伝子検査成績 

（１）検 査 日 ：  年  月  日 

（２）検 体 数  

   出荷する豚等 計 25 頭（25 頭に満たない場合は，全頭） 

（３）検査結果 ：全検体陰性 

５ 添付資料 

（１）対象外協議書【農場 → 家畜保健衛生所】 

（２）移動制限除外証明書【家畜保健衛生所 → 農場】 
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対 象 外 協 議 書   

 年  月  日 

○○家畜保健衛生所長 殿 

住 所 

氏 名                      印 

豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針の制限対象外措置により，豚等を出荷した

いので，下記により申請します。 

記 

１ 豚等の種類： 豚（いのしし） 

２ 豚等の健康状態：良好 

３ 出荷日及び出荷頭数： 

（１）出 荷 日：  年  月  日 

（２）出荷頭数：○○頭 

４ 出荷先名称及び住所 

（１）出荷先住所： 

（２）出荷先名称：  

５ 搬送業者等 

（１）輸送業者名：○○会社 

（２）輸送経路 

○○農場 → 国県市町村道号線名 → 消毒ポイント名 → 国県市町村

道号線名 → 出荷と畜場名 

※  農場，消毒ポイント，搬送経路等を記入した地図を添付すること。 
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（表面） 

移 動 制 限 除 外 証 明 書 

第 号  

 年 月 日 

○○○○ 殿 

○○家畜保健衛生所  

家畜防疫員○○ 印 

あなたが所有する（管理する）次の豚等については，次のＣＳＦの発生に伴う，

家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）第32条第１項に規定された禁止又は制

限の対象外であることを証明する。 

なお，出荷に際しては，消毒ポイント等において運搬車両を十分に消毒するこ

と。 

また，裏面の事項を遵守すること。 

発生に係る情報： 年 月 日に○○県○○市で発生が確認されたＣＳＦ 

記 

１ 禁止又は制限の対象外となる豚等：豚（いのしし） 

２ 豚等が所在する場所の名称及び住所（移動元）： 

○○農場 鹿児島県○○市○○町○○番地 

３ 豚等が移動する場所の名称及び住所（移動先）： 

○○と畜場 鹿児島県○○市○○町○○番地 

（○年○月○日付けの協議で再開済み［移動制限区域内の処理場の場合］） 

（移動経路） 

○○農場 → 国県市町村道号線名 → 消毒ポイント名 → 国県市町村道号

線名    → 出荷と畜場名 

４ 出 荷 日：  年  月  日 
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（裏面） 

【留意事項】 

豚等の出荷する際には，以下のことを遵守すること。 

１ と畜をする当日に移動する。 

２ 移動前に，臨床的に農場の豚等に異状がないか確認する。 

３ 積込み前後に車両表面全体を消毒する。 

４ 荷台は体液等の漏出防止措置を講じる。 

５ 車両は，他の豚等の飼養場所を含む関連施設に進入しない。 

６ 原則として，他の農場付近の通行を避け，かつ，他の畜産関係車両が利用しな

い移動ルートを設定する。 

７ 運搬後は，車両及び資材を直ちに消毒する。 

８ 移動経過を記録し，保管する。 
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■搬出制限区域内の豚等のと畜場への出荷に関する協議書 

事 務 連 絡 

年  月  日  

 農林水産省消費・安全局動物衛生課 

家畜防疫対策室長 殿 

                      鹿児島県農政部畜産課長   

   ＣＳＦの発生に伴う制限区域の制限の対象外について（協議） 

 このことについて，豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針第９の５の（２）に基

づき，搬出制限区域内の農場の豚等を，移動制限区域内（制限区域外）のと畜場に

出荷することについて，下記のとおり対象外措置をとることについて協議します。 

記 

１ 協議内容 

  移動制限区域内（制限区域外）のと畜場への出荷を目的とした，搬出制限区域

内由来の豚等の移動 

２ 移動のための措置 

防疫指針第９の５の（２）に定める措置を講ずる。 

３ 農場及び移動先の名称・住所 

（１）移動元：○○農場    鹿児島県○○市○○町○○番地 

（２）移動先：○○と畜場   鹿児島県○○市○○町○○番地 

４ 添付資料 

（１）対象外協議書【農場 → 家畜保健衛生所】 

（２）移動制限除外証明書【家畜保健衛生所 → 農場】 
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対 象 外 協 議 書   

 年  月  日 

○○家畜保健衛生所長 殿 

住 所 

氏 名                      印 

豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針の制限対象外措置により，豚等を出荷した

いので，下記により申請します。 

記 

１ 豚等の種類： 豚（いのしし） 

２ 豚等の健康状態：良好 

３ 出荷日及び出荷頭数： 

（１）出 荷 日：  年  月  日 

（２）出荷頭数：○○頭 

４ 出荷先名称及び住所 

（１）出荷先住所： 

（２）出荷先名称：  

５ 搬送業者等 

（１）輸送業者名：○○会社 

（２）輸送経路 

○○農場 → 国県市町村道号線名 → 消毒ポイント名 → 国県市町村

道号線名 → 出荷と畜場名 

※  農場，消毒ポイント，搬送経路等を記入した地図を添付すること。 
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移 動 制 限 除 外 証 明 書  

第 号  

 年 月 日 

○○○○ 殿 

○○家畜保健衛生所  

家畜防疫員○○ 印 

あなたが所有する（管理する）次の豚等については，次のＣＳＦの発生に伴う，

家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）第32条第１項に規定された禁止又は制

限の対象外であることを証明する。 

なお，出荷に際しては，消毒ポイント等において運搬車両を十分に消毒するこ

と。 

また，別紙の臨床検査結果証明書を出荷先のと畜場へ提出すること。 

発生に係る情報： 年 月 日に○○県○○市で発生が確認されたＣＳＦ 

記 

１ 禁止又は制限の対象外となる豚等：豚（いのしし） 

２ 豚等が所在する場所の名称及び住所（移動元）： 

○○農場 鹿児島県○○市○○町○○番地 

３ 豚等が移動する場所の名称及び住所（移動先）： 

○○と畜場 鹿児島県○○市○○町○○番地 

（○年○月○日付けの協議で再開済み［移動制限区域内の処理場の場合］） 

（移動経路） 

○○農場 → 国県市町村道号線名 → 消毒ポイント名 → 国県市町村道号

線名    → 出荷と畜場名 

４ 出 荷 日：  年  月  日 
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（別紙） 

臨 床 検 査 結 果 証 明 書   

  年  月  日 

○○○○ 殿 

○○家畜保健衛生所  

家畜防疫員○○ 印 

 出荷直前の臨床検査において，当該出荷豚に異状がなかったことを証明する。 

記 

１ 出荷者住所及び氏名 

（１）住所： 

（２）氏名： 

２ 出荷先名称及び住所 

（１）住所： 

（２）名称： 

３ 豚等の種類と出荷頭数 

（１）豚等の種類：豚（いのしし） 

（２）出 荷 頭 数：○○頭 

４ 出荷年月日：  年  月  日 

５ その他特記すべき事項 
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■制限区域外の豚等のと畜場への出荷に関する協議書 

事 務 連 絡 

年  月  日  

 農林水産省消費・安全局動物衛生課 

家畜防疫対策室長 殿 

                      鹿児島県農政部畜産課長   

   ＣＳＦの発生に伴う制限区域の制限の対象外について（協議） 

 このことについて，豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針第９の５の（３）に基

づき，制限区域外の農場の豚等を，移動制限区域内のと畜場に出荷することについ

て，下記のとおり対象外措置をとることについて協議します。 

記 

１ 協議内容 

  移動制限区域内のと畜場への出荷を目的とした，制限区域外由来の豚等の移動 

２ 移動のための措置 

防疫指針第９の５の（３）に定める措置を講ずる。 

３ 農場及び移動先の名称・住所 

（１）移動元：○○農場    鹿児島県○○市○○町○○番地 

（２）移動先：○○と畜場   鹿児島県○○市○○町○○番地 

４ 添付資料 

（１）対象外協議書【農場 → 家畜保健衛生所】 

（２）移動制限除外証明書【家畜保健衛生所 → 農場】 
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対 象 外 協 議 書   

 年  月  日 

○○家畜保健衛生所長 殿 

住 所 

氏 名                      印 

豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針の制限対象外措置により，豚等を出荷した

いので，下記により申請します。 

記 

１ 豚等の種類： 豚（いのしし） 

２ 豚等の健康状態：良好 

３ 出荷日及び出荷頭数： 

（１）出 荷 日：  年  月  日 

（２）出荷頭数：○○頭 

４ 出荷先名称及び住所 

（１）出荷先住所： 

（２）出荷先名称：  

５ 搬送業者等 

（１）輸送業者名：○○会社 

（２）輸送経路 

○○農場 → 国県市町村道号線名 → 消毒ポイント名 → 国県市町村

道号線名 → 出荷と畜場名 

※  農場，消毒ポイント，搬送経路等を記入した地図を添付すること。 
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移動制限除外証明書（案）   

文 書 番 号  

 年 月 日 

○○○○ 殿 

○○家畜保健衛生所  

家畜防疫員○○ 印 

あなたが所有する（管理する）次の豚等については，次のＣＳＦの発生に伴う，

家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）第32条第１項に規定された禁止又は制

限の対象外であることを証明する。 

なお，出荷に際しては，消毒ポイント等において運搬車両を十分に消毒するこ

と。 

また，別紙の臨床検査結果証明書を出荷先のと畜場へ提出すること。 

発生に係る情報： 年 月 日に○○県○○市で発生が確認されたＣＳＦ 

記 

１ 禁止又は制限の対象外となる豚等：豚（いのしし） 

２ 豚等が所在する場所の名称及び住所（移動元）： 

○○農場 鹿児島県○○市○○町○○番地 

３ 豚等が移動する場所の名称及び住所（移動先）： 

○○と畜場 鹿児島県○○市○○町○○番地 

（○年○月○日付けの協議で再開済み［移動制限区域内の処理場の場合］） 

（移動経路） 

○○農場 → 国県市町村道号線名 → 消毒ポイント名 → 国県市町村道号

線名    → 出荷と畜場名 

４ 出 荷 日：  年  月  日 
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■制限区域内の豚等の死体等の処分のための移動に関する協議書 

事 務 連 絡   

年  月  日  

 農林水産省消費・安全局動物衛生課 

家畜防疫対策室長 殿 

                      鹿児島県農政部畜産課長   

   ＣＳＦの発生に伴う制限区域の制限の対象外について（協議） 

 このことについて，豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針第９の５の（４）に基

づき，制限区域内の農場の（豚等の死体，敷料，飼料，排せつ物）を移動し処理す

ることについて，病原体の拡散防止措置の状況等を確認し，下記のとおり対象外措

置をとることについて協議します。 

記 

１ 協議内容 

○○処理を目的とした制限区域内の（豚等の死体，敷料，飼料，排せつ物）の

処理施設等への移動 

２ 移動のための措置 

防疫指針第９の５の（４）に定める措置を講ずる。 

３ 農場及び移動先の名称・住所 

（１）移動元：○○農場          鹿児島県○○市○○町○○番地 

（２）移動先：○○化製場（焼却処理施設） 鹿児島県○○市○○町○○番地 

４ （豚等の死体，敷料，飼料，排せつ物）の移動のための検査成績 

（１）臨床検査 

各豚舎全て異状なし 

５ 添付資料 

（１）対象外協議書【農場 → 家畜保健衛生所】 

（２）移動制限除外証明書【家畜保健衛生所 → 農場】 
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対 象 外 協 議 書   

 年  月  日 

○○家畜保健衛生所長 殿 

住 所 

氏 名                      印 

豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針の制限対象外措置により，豚等の死体（敷

料，飼料，排せつ物）を移動したいので，下記により申請します。 

記 

１ 豚等の種類：豚（いのしし） 

２ 豚等の健康状態：良好 

３ 禁止又は制限の対象外となる豚等：（豚等の死体，敷料，飼料，排せつ物） 

４ 移動先 

（１）住所：鹿児島県○○市○○町○○番地 

（２）名称：○○化製場（焼却処理施設） 

５ 移動年月日：  年  月  日 

６ 移動経路 

○○農場 → 国県市町村道号線名 → 消毒ポイント名 → 国県市町村道

号線名 → ○○化製場（焼却処理施設） 

※  農場，消毒ポイント，搬送経路等を記入した地図を添付すること。 
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（表面） 

移 動 制 限 除 外 証 明 書  

第 号  

 年 月 日 

○○○○ 殿 

○○家畜保健衛生所  

家畜防疫員○○ 印 

あなたが所有する（管理する）次の物品については，次のＣＳＦの発生に伴う，

家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）第32条第１項に規定された禁止又は制

限の対象外であることを証明する。 

なお，出荷に際しては，消毒ポイント等において運搬車両を十分に消毒するこ

と。 

発生に係る情報：  年  月  日に○○県○○市で発生が確認されたＣＳＦ 

記 

１ 禁止又は制限の対象外となる豚等：豚等の死体（敷料，飼料，排せつ物） 

２ 豚等が所在する場所の名称及び住所（移動元）： 

○○農場 鹿児島県○○市○○町○○番地 

３ 豚等が移動する場所の名称及び住所（移動先）： 

○○化製場（焼却処理施設） 鹿児島県○○市○○町○○番地 

（移動経路） 

○○農場 → 国県市町村道号線名 → 消毒ポイント名 → 国県市町村道

号線名 → ○○化製場（焼却処理施設） 

４ 移動年月日：  年  月  日 
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（裏面） 

移動時には，以下のことを遵守すること。 

１ 移動当日に，家畜防疫員が当該農場の家畜に異状がないか確認後，移動する。 

２ 原則として，密閉車両又は密閉容器を用いる。これらが確保できない場合には， 

運搬物が漏出しないよう，床及び側面をシートで覆い，さらに，運搬物を積載し

た後，上部もシートで覆う等の必要な措置を講ずる。 

３ 積込み前後に車両表面全体を消毒する。 

４ 原則として，他の農場付近の通行を避け，かつ，他の畜産関係車両が利用しな

い移動ルートを設定する。 

５ 複数の農場を連続して配送しないようにする。 

６ 移動中は，消毒ポイントにおいて運搬車両を十分に消毒する。 

７ 移動時には，法第 32 条第１項の禁止又は制限の対象外となっていることを証

明する書類を携行し，消毒ポイント等で提示する。 

８ 運搬後は，車両及び資材を直ちに消毒する。 

９ 移動経過を記録し，保管する。 

なお，焼却，化製処理又は消毒をする場合には，次の措置を講ずる。 

１ 運搬車両から死体等の投入場所までシートを敷く等の措置を講ずる。 

２ 死体等置場を製品置場と隔てて設置する等の措置を講ずる。 

３ 焼却，化製処理又は消毒工程への投入完了後直ちに，施設の出入口から死体等

投入場所までの経路を消毒する。 



60 

■制限区域外の豚等の死体の処分のための移動に関する協議書 

事 務 連 絡   

年  月  日  

 農林水産省消費・安全局動物衛生課 

家畜防疫対策室長 殿 

                      鹿児島県農政部畜産課長   

   ＣＳＦの発生に伴う制限区域の制限の対象外について（協議） 

 このことについて，豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針第９の５の（５）に基

づき，制限区域外の農場の豚等の死体を移動制限区域内の焼却施設等に移動し処理

することについて，病原体の拡散防止措置の状況等を確認し，下記のとおり対象外

措置をとることについて協議します。 

記 

１ 協議内容 

○○処理を目的とした制限区域外の豚等の死体の移動制限区域内の処理施設等

への移動 

２ 移動のための措置 

防疫指針第９の５の（５）に定める措置を講ずる。 

３ 農場及び移動先の名称・住所 

（１）移動元：○○農場          鹿児島県○○市○○町○○番地 

（２）移動先：○○化製場（焼却処理施設） 鹿児島県○○市○○町○○番地 

４ 添付資料 

（１）対象外協議書【農場 → 家畜保健衛生所】 

（２）移動制限除外証明書【家畜保健衛生所 → 農場】 
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対 象 外 協 議 書   

 年  月  日 

○○家畜保健衛生所長 殿 

住 所 

氏 名                      印 

豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針の制限対象外措置により，豚等の死体を移

動したいので，下記により申請します。 

記 

１ 豚等の種類：豚（いのしし） 

２ 豚等の健康状態：良好 

３ 禁止又は制限の対象外となる豚等：豚等の死体 

４ 移動先 

（１）住所：鹿児島県○○市○○町○○番地 

（２）名称：○○化製場（焼却処理施設） 

５ 移動年月日：  年  月  日 

６ 移動経路 

○○農場 → 国県市町村道号線名 → 消毒ポイント名 → 国県市町村道

号線名 → ○○化製場（焼却処理施設） 

※  農場，消毒ポイント，搬送経路等を記入した地図を添付すること。 
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（表面） 

移 動 制 限 除 外 証 明 書  

第 号  

 年 月 日 

○○○○ 殿 

○○家畜保健衛生所  

家畜防疫員○○ 印 

あなたが所有する（管理する）次の物品については，次のＣＳＦの発生に伴う，

家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）第32条第１項に規定された禁止又は制

限の対象外であることを証明する。 

なお，出荷に際しては，消毒ポイント等において運搬車両を十分に消毒するこ

と。 

発生に係る情報：  年  月  日に○○県○○市で発生が確認されたＣＳＦ 

記 

１ 禁止又は制限の対象外となる豚等：豚等の死体 

２ 豚等が所在する場所の名称及び住所（移動元）： 

○○農場 鹿児島県○○市○○町○○番地 

３ 豚等が移動する場所の名称及び住所（移動先）： 

○○化製場（焼却処理施設） 鹿児島県○○市○○町○○番地 

（移動経路） 

○○農場 → 国県市町村道号線名 → 消毒ポイント名 → 国県市町村道

号線名 → ○○化製場（焼却処理施設） 

４ 移動年月日：  年  月  日 
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（裏面） 

移動時には，以下のことを遵守すること。 

１ 運搬車両から死体等の投入場所までシートを敷く等の措置を講ずる。 

２ 死体等置場を製品置場と隔てて設置する等の措置を講ずる。 

３ 焼却，化製処理又は消毒工程への投入完了後直ちに，施設の出入口から死体等

投入場所までの経路を消毒する。 
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■移動制限区域外の家畜等の通過に関する協議書

事 務 連 絡   

年  月  日  

 農林水産省消費・安全局動物衛生課 

家畜防疫対策室長 殿 

                      鹿児島県農政部畜産課長   

   ＣＳＦの発生に伴う制限区域の制限の対象外について（協議） 

 このことについて，豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針第９の５の（６）に基

づき，移動制限区域外の農場の家畜等の制限区域の通過ついて，病原体の拡散防止

措置の状況等を確認し，下記のとおり対象外措置をとることについて協議します。 

記 

１ 協議内容 

移動制限区域外の家畜等の制限区域の通過 

２ 移動のための措置 

防疫指針第９の５の（６）に定める措置を講ずる。 

３ 農場及び移動先の名称・住所 

（１）移動元：○○農場    鹿児島県○○市○○町○○番地 

（２）移動先：○○と畜場   鹿児島県○○市○○町○○番地 

４ 添付資料 

（１）対象外協議書【農場 → 家畜保健衛生所】 

（２）移動制限除外証明書【家畜保健衛生所 → 農場】 
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対 象 外 協 議 書   

 年  月  日 

○○家畜保健衛生所長 殿 

住 所 

氏 名                      印 

豚熱に関する特定家畜伝染病防疫指針の制限対象外措置により，豚等の制限区域

の通過について，下記により申請します。 

記 

１ 豚等の種類：豚（いのしし） 

２ 禁止又は制限の対象外となる豚等：豚（いのしし） 

３ 移動先 

（１）住所：鹿児島県○○市○○町○○番地 

（２）名称：○○と畜場 

４ 移動年月日：  年  月  日（複数日ある場合は複数日記載） 

５ 移動経路 

○○農場 → 国県市町村道号線名 → 消毒ポイント名 → 国県市町村道

号線名 → ○○と畜場 

※  農場，消毒ポイント，搬送経路等を記入した地図を添付すること。 
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移動制限除外証明書（案）   

文 書 番 号  

 年 月 日 

○○○○ 殿 

○○家畜保健衛生所  

家畜防疫員○○ 印 

あなたが所有する（管理する）次の豚等については，次のＣＳＦの発生に伴う，

家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）第32条第１項に規定された禁止又は制

限の対象外であることを証明する。 

なお，出荷に際しては，消毒ポイント等において運搬車両を十分に消毒するこ

と。 

発生に係る情報：  年  月  日に○○県○○市で発生が確認されたＣＳＦ 

記 

１ 禁止又は制限の対象外となる豚等：豚（いのしし） 

２ 豚等が所在する場所の名称及び住所（移動元）： 

○○農場 鹿児島県○○市○○町○○番地 

３ 豚等が移動する場所の名称及び住所（移動先）： 

○○と畜場 鹿児島県○○市○○町○○番地 

（移動経路） 

○○農場 → 国県市町村道号線名 → 消毒ポイント名 → 国県市町村道

号線名 → ○○と畜場 

４ 移動年月日：  年  月  日 
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■道路占用許可申請書
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■道路使用許可申請書 
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■車両消毒記録表 
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■車両消毒済証明書 
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■疫学関連家畜等調査票 

疫 学 関 連 家 畜 等 調 査 票

○○現地防疫対策本 部   

家畜防疫員氏名 ○○ ○○ 

１ 検査年月日  

２ 所有者住所氏名 ＜畜舎の所在＞  

  氏 名（ 農 場 名）： 

  農場の所在する住所： 

３ 発生農場との疫学関連 （発生 No.    に関連した）  

（１）疫学関連家畜 

□ 病性等判定日から遡って 11 日以上 28 日以内に患畜と接触した豚等 

□ 病性等判定日から遡って 11 日以上 28 日以内に疑似患畜と接触した豚等 

□ 病性等判定日から遡って 10 日目の日以降に患畜又は疑似患畜と接触したこ

とが明らかな豚等が飼養されていた農場で飼養されている豚等 

□ 病性等判定日から遡って 10 日目より前に患畜又は初発の疑似患畜と接触し

たことが明らかな豚等で，患畜となる恐れがあると家畜防疫員が判断した

豚等が飼養されていた農場で飼養されている豚等 

□ 病性等判定日から遡って 21 日目の日以降に患畜又は疑似患畜から採取され

た精液を用いて人工授精を行った豚等が飼養されていた農場で飼養されて

いる豚等 

（２）病性等判定日から遡って 28 日以内の発生農場の衛生管理区域への人等の出

入りに関する疫学関連 

□ 発生農場に出入りした日から７日以内に当該農場へ出入りした人がいる 

□ 発生農場に出入りした日から７日以内に当該農場へ出入りした物がある 

□ 発生農場に出入りした日から７日以内に当該農場へ出入りした車両がある 
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４ 検査  

飼養頭数 
検査結果 

備考 
症状 頭数 

豚（いのし

し） 

※ 全頭数を検査しない場合はその理由  

５ 臨床症状（特定症状の有無） 

６ 検査材料採取（ 有 ・ 無 ） 

  ・血 液：    検体  

７ 講じた措置（隔離の指示等） 

８ その他参考となる事項   

注：異状を認めたものは，別記様式５に記入し，電話報告する。 
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■疫学関連家畜等移動制限の指示書 

（表 面） 

疫 学 関 連 家 畜 等 移 動 制 限 の 指 示 書 

第   号 

                                年 月 日  

○○ ○○  殿 

                              ○○家畜保健衛生所長 

 あなたが所有（管理）する豚等は，ＣＳＦとなるおそれがあると認められるので，

家畜伝染病予防法（昭和 26 年法律第 166 号）第 32 条第１項の規定により，下記の

とおり農場からの移動の制限を指示します。  

記 

１ 移動制限の対象 

（１）生きた豚等 

（２）採取された精液及び受精卵（病性等判定日から遡って 21 日目の日より前に採

取され，区分管理されていたものを除く。） 

（３）豚等の死体 

（４）豚等の排せつ物等 

（５）敷料，飼料及び家畜飼養器具 

２ 移動を制限する農場名及び住所 

（備 考）  

１ 移動制限の注意事項は裏面を参照ください。  

２ この指示については、行政不服審査法（平成 26 年法律第 68 号）による審査請

求をすることはできません。  

３ この指示に違反した場合は、30 万円以下の罰金に処せられます。 
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（裏 面） 

隔離に当たっての注意事項

１ 豚等の搬出入は，家畜防疫員の許可する場合を除いて，行ってはならない。  

２ 飼料，敷料，家畜管理用具など病原体に汚染したおそれのある物を持ち出して

はならない。  

３ 豚等の管理者及び家畜防疫員以外の者は畜舎に立ち入ってはならない。  

４ あなた及びあなたと同居する人は，他の豚等を飼養する場所に立ち入ってはな

らない。  

５ 豚等の生産物は，家畜防疫員の許可する場合を除いて，持ち出してはならな

い。  

６ 畜舎又は放牧場の出入口は１か所のみとし，消毒槽を設けること。  

７ あなた及びあなたと同居する人が外出する場合は，手足，衣服を消毒すること。 
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■疫学関連家畜等移動制限の解除通知書 

疫学関連家畜等移動制限の解除通知書 

第   号 

                              年 月 日  

        殿 

                              ○○家畜保健衛生所長 

 あなたが所有（管理）する豚等は，ＣＳＦとなるおそれがなくなったため，家畜

伝染病予防法（昭和 26 年法律第 166 号）第 32 条第１項の規定により，  年  月    

日付け 第  号で指示された農場からの移動制限を解除します。  
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■発生状況・清浄性確認臨床検査台帳  
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■（別記様式９）受領書 

（別記様式９） 

受  領  書 

年  月  日 

農林水産省消費・安全局動物衛生課長 殿 

鹿児島県知事  氏 名   （印） 

   年  月  日付け農林水産省指令  消安第    号のＣＳＦ予防液

使用及び譲与指令書に基づき，下記の物品を正に受領いたしました。 

記 

 品  名  ＣＳＦ予防液 

 数  量  型（ロット番号）      本（   ドーズ） 
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■（別記様式 10）ＣＳＦ予防液使用報告書 

（別記様式 10） 

Ｃ Ｓ Ｆ 予 防 液 使 用 報 告 書  

                         年  月  日  

  農林水産省消費・安全局長 殿 

                  鹿児島県知事  氏 名  （印） 

   年  月  日に譲与（貸付け）を受けたＣＳＦ予防液の使用について，下記
のとおり報告いたします。 

記 

１ 受領数量 
型（ロット番号） 
本（  ドーズ） 

２ 使用数量 
型（ロット番号） 
本（  ドーズ） 

３ 残 数 量 
型（ロット番号） 
本（  ドーズ） 

    うち処分数量         型（ロット番号） 
                   本（  ドーズ） 
        処分理由： 

４ 返還数量            型（ロット番号） 
                  本（  ドーズ） 

５ 注射実施状況 

実施市町村名 実施時期 
注 射 頭 数 備 考 

（注射反応，個体識別番号
等） 

家畜の種類 頭数 

月  日 
～ 

月   日 

豚 
いのしし 
計 

累 計 
月  日 
～ 

月   日 

豚 
いのしし 
計 

 ※ 家畜保健衛生所において，住所，農場，使用者，接種家畜リスト等について記
載した個票を備えておくこと。 

 ※ ＣＳＦ予防液を処分する際には，その型，本数が分かる写真を撮り，本報告書
に添付すること。 
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